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岩波 美智子さん 画

金融ユニオン第１回中央執行委員会が、９月２２日、

金融労連本部において開催されました。さざなみネッ

トから山﨑書記長が副執行委員長として参加しました。

（議題）

・活動報告

金融労連定期全国大会に、代議員１人・オブザー

バー６人が参加し、３人が発言した。

金融ユニオンの大会後、３人の新しい組合員を迎

えた。

・第４回定期全国大会について

新しい組合員・若い組合員から活発な発言があり、

よかった。金融再編の影響により労働者が犠牲になっ

ている状況がよくわかった。１年の活動の総括・運

動方針など討議不足であった。

・機関紙について

１０月・１１月号の編集計画を立て、各支部など

への発行部数などを確認した。

活動の写真・職場だより・旅行記・図書紹介など

を掲載し、よ

り読みやすく

身近な機関紙

にしていくこ

とを決めた。

・本部役員の

任務分担と

運営について

任務分担、

各企業の責任

者を確認した。

・秋季年末闘争

（裏面に掲載）

の具体化

要求書は

１０月末までに各企業に提出するとともに、金融労

連の「職場と生活アンケート」は、１人３枚以上を

目標として取り組むことを確認した。
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ら
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金融労連本部

全国金融産業労働組合近畿支部滋賀分会（さざなみネット）の住所を

下記に移転しました。引き続きよろしくお願いします。
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平
河
天
満
宮

金
融
労
連
の
本
部
に
行
く
た
め
、
東
京
メ
ト
ロ
の
半
蔵
門

駅
で
降
り
、
大
通
り
か
ら
ビ
ル
の
間
を
西
に
入
る
と
、
ゆ
る

い
坂
の
上
に
大
き
な
「
平
河
天
満
宮
」
の
石
碑
と
銅
製
の
鳥

居
が
見
え
ま
す
。
そ
の
天
満
宮
の
前
の
南
側
に
金
融
労
連
の

事
務
所
が
あ
り
、
早
く
着
け
ば
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
銅
鳥
居
や
、
力
石
、
狛
犬
、
撫
で
牛
、
石
牛

な
ど
が
参
道
に
並
ん
で
い
ま
す
。

平
河
天
満
宮
は
、
文
明
10
年
（
１
４
７
８
）
に
太
田
道
灌

が
江
戸
城
本
丸
内
の
梅
林
坂
上
に
創
建
し
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
、
徳
川
家
康
入
城
後
、
本
丸
修
築
の
た
め
こ
れ
を
平

川
門
外
に
移
さ
れ
、
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）
２
代
目
将
軍

秀
忠
に
な
っ
て
、
現
在
の
地
に
奉
還
さ
れ
、
地
名
を
平
河
町

と
名
付
け
ま
し
た
。

平
河
天
満
宮
は
、
ご
祭
神
が
学
問
の
神
・
菅
原
道
真
公
で

あ
り
、
徳
川
幕
府
を
は
じ
め
御
三
家
の
祈
願
所
と
し
て
格
式

を
誇
り
、
そ
の
宮
司
は
歴
代
・
将
軍
に
単
独
拝
謁
が
で
き
る

待
遇
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

ま
た
学
問

に
心
を
寄
せ

る
人
々
が
、

深
く
信
仰
し
、

名
高
い
盲
学

者
塙
保
己
一

蘭
学
者
高
野

長
英
の
逸
話

は
今
日
に
も

伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

今春闘では、誰でも本俸で一律１万円以上の賃上げ、

初任給の引き上げ、臨給では定例給与の1.5ヵ月分以

上の支給をめざし、実績確保または復枠の要求を提出

してたかってきました。一部で初任給の引き上げなど

もありましたが、今年もほとんどの企業で賃上げはゼ

ロでした。臨給も一部を除いて全体的に再び削減傾向

が生まれています。増枠・復枠したところでもメリッ

ト部分が多く、格差拡大に歯止めがかかっていません。

生活給としての臨給であるだけに、最低保障を重視し

て取り組みます。

雇用不安から組合に多くの相

談があり、組合加入により雇用

確保を実現できた新組合員もあ

りました。今後も雇用を守る運

動を重視して取り組みます。職

場の中ではアンケートや署名な

どの活動をし、諸要求実現のた

め、団体交渉を積み重ねてきました。

団体交渉をはじめ金融労連や地域の仲間と力を合わ

せ、全国大会の運動方針を具体的に実践し、来春闘に

つながる秋・冬の運動に取り組みましょう。

(1）下期臨時給与要求

①誰でも定例給与の1.5ヵ月分以上の支給をめざし、

今日までカットされた銀行には実績確保または復枠

を当該組合員の意向を尊重して決定します。

②年間協定には反対します。

③臨時・嘱託職員・関連会社職員についても、定例給

与の1.5ヵ月分以上をめざして実態に則した大幅引

き上げを要求します。

④メリット配分・考課配分には

反対します。支給基準の明確

化と縮小を要求し、確実なフィー

ドバックを求めます。

⑤パート・派遣・契約社員に対

して、正社員との均等対遇を

めざし大幅な引き上げを要求します。

⑥先(専)任職員に対する臨給は、一般職員と同率の支

給を求めます。

⑦継続雇用制度実施時の対象職員に対する臨給は先任

職員に準じる支給を求めます。

⑧要求提出の時期

基本的には10月末までに各企業に要求書を提出しま

す。

*支給日 12月 ５日(水)

*回答指定日 11月１６日(金)

(2) 切実な要求実現のため、仲間を増やす運

動に取り組みましょう。

(3) 不払い残業、パワハラ・セクハラ・いじ

めをなくし「働くルール」

を確立しましょう。

(4) 職場改善週間の運動に積

極的に取り組みましょう。

(5) 金融労連「職場と生活ア

ンケート」に取り組み、

組合員の声を集めみんな
で話し合って提案してい

きましょう。

金融労連本部前から

秋季年末闘争について（第４回定期全国大会で決定）




